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森
紀
子
著

轄
換
期
に
お
け
る
中
園
儒
教
運
動

竹

弘

行

内

は

じ

め

最
近
の
中
園
大
陸
に
お
け
る
惇
統
儒
殺
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
図
家
経

済
の
世
界
的
な
規
模
で
の
急
成
長
に
呼
廃
し
て
、
ま
す
ま
す
隆
盛
に
向
い
つ

つ
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
の
経
済
愛
展
と
結
び
つ
け
た
「
儒
教
資
本
主
義
」

論
や
一
九
九

0
年
代
の
愛
国
主
義
に
よ
る
儒
教
評
債
か
ら
、
今
日
で
は
十
分

な
向
学
問
的
批
判
に
耐
え
う
る
研
究
成
呆
が
公
刊
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
中
に

は
海
外
で
の
研
究
成
果
も
次
々
に
中
文
に
翻
課
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
巷
の
書
庖
に
は
儒
教
経
典
の
通
俗
解
説
書
が
な
ら
び
、
一
部
の
向
学
校
で

は
経
文
暗
請
も
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
か
つ
て
は
園
を
奉
げ
て
儒
教
批
判

運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
の
が
、
ま
る
で
嘘
の
よ
う
な
愛
貌
だ
。
中
園
に
お
け

る
こ
う
し
た
儒
教
復
活
の
理
解
に
も
、
本
書
が
そ
の
一
助
に
な
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
そ
う
し
た
賓
利
的
な
観
貼
を
と
ら
な
く
と
も
、
現
今
の
わ
が
園
の

中
園
近
世
か
ら
現
代
へ
の
儒
教
思
想
研
究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
十
分
に
示
し

て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。
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概

要

本
書
の
内
容
は
、
著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
明
末
お
よ
び
清
末
民
初
と

い
う
中
園
惇
統
枇
舎
の
二
大
韓
換
期
に
焦
黙
を
嘗
て
、
こ
の
動
乱
期
に
儒
教

思
想
が
、
そ
の
愛
零
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
作
用
を
務
揮
し
え
た
の
か
を

動
態
的
に
考
察
し
、
ま
た
、
こ
の
雨
時
期
を
重
層
的
に
と
ら
え
た
際
に
通
底

す
る
儒
数
思
想
の
要
素
の
抽
出
を
試
み
、
そ
の
分
析
か
ら
儒
教
思
想
の
本
質

に
も
再
吟
味
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
」
(
同
書
、
四
頁
。
以
下
、
本
書
の

引
用
は
頁
数
の
み
を
表
示
)
と
の
こ
と
で
あ
る
。
全
慨
が
前
後
二
編
に
分
か

れ
て
い
て
、
雨
者
を
繋
ぐ
キ
l
タ
l
ム
が
「
儒
数
運
動
」
で
あ
る
。
本
来
日
の

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
著
者
が
三

O
年
近
く
前
の
一
九
七
七
年
に
護
表

し
た
「
何
心
隠
論
|
|
名
数
逸
脱
の
構
園
|
|
」
か
ら
、
二

O
O
三
年
に
愛

表
し
た
「
民
岡
期
等
孔
運
動
の
初
歩
的
考
察
」
ま
で
の
一

O
本
の
論
文
を
も

と
に
「
加
筆
、
修
正
を
行
い
、
新
た
に
編
ん
だ
も
の
」
(
二
九
二
頁
)
と
い

う
。
こ
こ
に
は
、
列
火
停
を
め
ぐ
る
戸
説
的
な
考
察
か
ら
一
人
の
卒
者
思
想

家
の
青
年
時
代
、
わ
ず
か
数
年
間
の
濃
密
な
思
想
内
容
を
綴
密
に
考
設
し
た

も
の
ま
で
多
様
性
に
富
む
が
、
手
堅
い
賓
誼
と
安
易
な
邸
断
を
さ
け
た
慎
重

な
表
現
で
、
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
思
想
史
書
に
な
っ
て
い
る
。

目
次
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序前
編
明
末
の
世
相
と
儒
教
の
愛
容

第
一
章
近
世
の
「
列
女
惇
」
と
通
俗
規
範

第
二
章
白
話
小
説
に
見
る
明
末
の
世
相
|
|
烈
婦
と
郷
宵
|
|

第
三
章
泰
州
撃
汲
の
形
成
|
|
堕
場
か
ら
の
異
軍
突
起
|
|

十
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第
四
章
庭
刑
さ
れ
た
泰
州
準
採
|
|
名
殺
の
罪
人
・
何
心
隠
|
|

後
編
中
園
の
近
代
化
と
儒
致
運
動

第
五
章
孔
救
運
動
の
展
開
|
|
儒
救
園
教
化
問
題
|
|

第
六
章
尊
孔
運
動
の
岐
路

第
七
章
泰
州
向
学
汲
の
再
後
見
|
|
虚
無
主
義
か
ら
唯
情
主
義
へ
|
|

第
八
章
新
儒
家
梁
激
浜
の
「
郷
村
建
設
理
論
」

あ
と
が
き

参
考
文
献
一
覧

索
引さ

て
、
ま
ず
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

本
書
の
前
編
「
明
末
の
世
相
と
儒
教
の
愛
容
」
で
は
、
烈
女
を
め
ぐ
る
二

章
と
陽
明
事
左
汲
の
「
泰
州
皐
汲
」
に
関
す
る
こ
+
早
か
ら
な
る
。
第
一
堂

「
、
近
世
の
「
列
女
惇
」
と
通
俗
規
範
」
で
は
、
「
烹
身
割
股
」
に
代
表
さ
れ

る
「
通
俗
規
範
が
近
世
的
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
歴
代
正
史
(
二
十
四
史
)
の
列
女
停
を
と
り
あ
げ
、
讃
み
比

べ
」
(
一
一
一
一
頁
)
た
も
の
で
あ
る
。
『
後
漢
書
』
に
は
じ
ま
る
列
女
停
の
な
か

で
も
、
近
世
の
『
宋
史
』
『
元
史
」
『
明
史
』
を
比
較
し
、
最
後
に
清
末
に
及

ぶ
。
結
論
は
「
儒
教
は
「
人
を
食
、
つ
櫨
数
」
と
ま
で
形
容
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
も
無
腰
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
割
股
と
殉
死
は
、
賓
に
二

O
世
紀
初
頭
ま

で
、
孝
義
と
守
節
と
い
う
こ
大
徳
目
の
具
髄
的
表
現
で
あ
り
績
け
た
の
だ
」

(
一
二
二
頁
)
と
な
る
。

第
二
章
「
白
話
小
説
に
見
る
明
末
の
世
相
|
|
烈
婦
と
郷
宣
|
|
」
で
は
、

明
末
の
白
話
小
説
が
「
現
代
風
に
言
え
ば
、
(
貰
話
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
と
い
っ
た

性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
」
(
三
五
頁
)
と
い
い
、
あ
る
事
件
が
小
説
と
し

」

て
惇
え
ら
れ
、
や
が
て
正
史
『
明
史
』
に
も
そ
の
記
録
が
残
る
事
例
が
あ
る

と
い
う
。
明
代
を
代
表
す
る
文
人
・
楊
慣
(
一
四
八
八
一
五
五
九
)
の
書

い
た
「
唐
貴
梅
惇
」
に
お
い
て
、
悲
劇
の
引
き
金
に
な
っ
た
不
法
官
吏
(
樹

江
の
毛
玉
)
の
賓
態
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
例
に
し
て
、
嘉
靖
か
ら
高

暦
に
か
け
て
書
か
れ
た
「
烈
婦
惇
」
が
、
首
の
烈
婦
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
問

題
で
は
な
く
、
「
理
不
査
で
小
保
理
な
一
吐
舎
事
象
へ
の
表
象
と
し
て
の
意
味
」

(
四
四
頁
)
を
捨
っ
て
い
て
、
「
歪
ん
だ
理
不
蓋
な
現
一
貫
を
髄
制
の
弱
者
の

側
か
ら
告
訴
す
る
象
徴
と
な
っ
て
い
た
」
(
四
六
頁
)
と
指
摘
す
る
。

更
に
、
著
者
は
漸
江
の
毛
玉
に
連
な
る
凌
濠
初
の
書
い
た
小
説
『
二
刻
拍

案
驚
奇
」
巻
四
「
青
楼
市
採
入
院
、
紅
花
場
仮
鬼
悶
」
の
主
人
公
四
川
新
都

府
脚
出
身
の
悪
徳
郷
宣
・
楊
氏
の
モ
デ
ル
探
し
を
試
み
る
。
そ
の
結
果
、
モ
デ

ル
は
「
楊
廷
和
の
弟
楊
廷
儀
の
子
楊
拍
円
で
あ
る
。
楊
慎
か
ら
み
れ
ば
従
弟
に

あ
た
る
」
(
五
二
頁
)
と
い
う
。
楊
廷
和
の
子
楊
憶
は
、
前
述
の
「
唐
貴
梅

惇
」
の
著
者
で
あ
り
、
焦
抜
と
並
ぶ
明
代
の
傑
出
し
た
向
学
者
『
凡
人
で
あ
る
。

著
者
は
、
そ
の
楊
氏
一
族
の
朝
廷
で
の
活
躍
か
ら
失
脚
に
至
る
複
雑
な
政
治

的
背
景
を
、
枇
舎
の
朕
況
と
か
ら
め
て
詳
し
く
解
明
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
偶
れ
な
い
。
結
論
部
分
に
お
い
て
、
著
者
は
こ
う
い
う
。

「
四
川
新
都
の
楊
氏
の
同
期
末
を
こ
の
よ
う
に
な
が
め
て
き
た
時
、
楊

氏
と
漸
江
人
脈
と
の
重
な
る
札
際
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
雄

問
題
で
新
都
の
楊
氏
は
漸
江
の
張
璃
に
敗
北
し
た
。
新
都
の
楊
氏
は

『
唐
貴
梅
惇
』
で
漸
江
の
毛
通
測
を
攻
撃
し
た
o

忠
則
江
の
凌
濠
初
は
白

話
小
説
で
新
都
の
楊
氏
の
暗
黒
部
を
暴
露
し
た
。
こ
れ
ら
は
何
の
閥
連

も
な
い
、
偶
然
の
重
な
り
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も

我
々
に
は
ま
だ
見
抜
け
ぬ
、
地
域
的
、
人
脈
的
網
の
日
が
そ
の
一
端
を

の
ぞ
か
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
末
の
小
説
世
界
が
、
現
代
の
週
刊
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誌
の
よ
う
に
、
嘗
時
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
反
映
し
た
世
界

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
中
傷
、
誹
誇
の
謄
酬
が
み
ら
れ
で
も
不
思
議

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
は
指
摘
の
み
に
と
ど
め
て
お
く
o
」
(
六
二
頁
)

著
者
の
歴
史
的
宝
石
ら
し
い
慎
重
な
物
言
い
に
は
、
好
感
が
持
て
る
が
、
論

文
の
射
程
は
明
末
の
烈
婦
の
記
録
か
ら
、
そ
れ
が
官
僚
の
不
正
の
告
後
と
い

う
内
賓
へ
、
さ
ら
に
は
告
護
者
聞
の
確
執
の
解
明
へ
と
展
開
さ
れ
て
お
り
、

文
筆
作
品
成
立
の
裏
に
隠
さ
れ
た
歴
史
事
賓
に
光
を
嘗
て
た
も
の
と
し
て
誠

に
面
白
く
、
本
書
の
幽
一
旦
完
な
成
果
の
一
つ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
の
第
三
章
「
泰
州
内
字
紙
の
形
成
|
|
堕
場
か
ら
の
異
軍
突
起
|
|
」
は
、

王
陽
明
の
弟
子
で
あ
っ
た
王
心
斎
の
思
想
形
成
を
、
そ
の
堕
商
と
し
て
の
背

景
を
も
と
に
詳
細
に
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
王
心
斎
(
一
四
八
三
一
五

四
O
)
は
、
陽
明
向
学
汲
の
中
で
も
「
泰
州
事
採
」
と
稽
さ
れ
る
左
汲
に
分
類

さ
れ
、
そ
の
皐
一
次
が
、
嘉
靖
蔦
暦
の
経
済
の
活
設
化
を
背
景
に
し
た
「
欲
望

肯
定
」
論
を
提
起
し
て
思
想
史
上
の
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
著
者
は
、
こ
の

泰
州
向
学
振
の
始
組
で
あ
る
王
心
斎
と
そ
の
直
接
の
弟
子
た
ち
が
「
開
場
出
身

者
」
で
あ
っ
た
貼
に
注
目
し
「
彼
ら
の
枇
合
的
相
貌
に
つ
い
て
、
首
時
の
堕

場
の
事
情
と
絡
め
て
考
察
」
(
七
一
頁
)
す
る
。
す
な
わ
ち
、
王
氏
一
族
の

歴
史
、
明
王
朝
の
盤
場
に
封
す
る
執
効
な
弾
医
や
管
理
の
歴
史
事
官
貝
や
製
盤

か
ら
販
買
に
い
た
る
製
盤
業
者
の
賓
態
な
ど
が
詳
細
に
解
明
さ
れ
る
。
特
に

成
化
年
間
(
一
四
六
五
一
四
八
七
)
よ
り
徐
盤
の
貰
買
が
公
認
さ
れ
る
と
、

盤
場
に
「
格
闘
を
好
む
気
風
と
者
修
の
習
慣
」
(
七
九
百
八
)
が
現
れ
る
。
王

心
斎
が
生
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
後
で
あ
る
が
、
王
家
は
「
戸
役
」
(
盤
課
催

徴
の
事
務
捨
蛍
)
の

y

家
柄
で
「
雑
役
克
除
の
優
克
権
」
が
な
く
苦
難
を
強
い

ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
才
覚
で
裕
一
帽
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
ん
で
、
堕

丁
ら
の
流
賊
反
乱
が
頻
設
し
、
一
土
心
粛
は
、
こ
れ
に
直
而
し
て
「
寓
物
一
樫

761 

」

の
仁
」
を
提
唱
し
枇
舎
秩
序
の
同
復
を
説
く
に
い
た
る
。
こ
う
し
て
正
徳
一

二
一
年
(
一
五
一
八
)
江
西
の
流
賊
を
平
定
し
た
王
陽
明
が
、
同
一
五
年
に
南

昌
で
議
撃
し
て
い
る
と
聞
き
、
弟
子
入
り
し
た
o

の
ち
議
撃
に
奔
走
し
「
均

分
草
蕩
議
」
を
書
い
て
い
る
が
、
生
涯
布
衣
で
あ
っ
た
。

著
者
は
、
さ
ら
に
こ
の
玉
心
斎
の
弟
子
屠
を
分
析
し
て
「
賭
場
に
お
け
る

族
的
結
合
の
あ
り
方
が
、
そ
の
ま
ま
泰
州
皐
汲
の
人
脈
を
形
成
す
る
士
宮
室
と

な
っ
て
い
る
」
こ
と
、
「
あ
る
い
は
、
泰
州
皐
汲
と
い
う
ス
ク
ー
ル
を
媒
介

と
し
て
、
族
的
結
合
が
強
め
ら
れ
て
い
る
」
(
九
二
頁
)
こ
と
を
愛
見
、
彼

ら
は
黄
宗
主
義
『
明
儒
皐
案
』
泰
州
島
ナ
案
中
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
「
庶
民

と
知
識
階
層
の
境
界
に
立
っ
て
い
る
」
人
々
で
あ
っ
た
(
九
三
頁
)
、
と
い

う
。
さ
ら
に
王
心
斎
の
書
い
た
「
均
分
草
蕩
議
」
の
分
析
か
ら
、
嘗
時
の

「富一亀
uu
有
産
の
製
堕
業
者
と
、
庸
工
化
し
た
貧
竃
の
二
極
化
」
に
あ
っ
て
、

泰
州
皐
振
が
「
賦
役
龍
制
の
不
均
衡
を
再
編
成
し
よ
う
と
い
う
気
遣
」
に
呼

廃
し
て
い
た
と
す
る
。
結
論
に
、
「
地
域
枇
舎
に
根
づ
い
た
改
良
者
と
し
て

の
泰
州
皐
汲
の
基
層
的
性
格
」
(
一

O
三
頁
)
を
指
摘
し
て
い
て
、
十
分
に

肯
緊
に
値
す
る
貴
重
な
勢
作
で
あ
る
。

第
四
章
「
慮
刑
さ
れ
た
泰
州
皐
汲
|
|
名
教
の
罪
人
・
何
心
隠
|
|
」
で

は
、
上
記
の
泰
州
皐
汲
の
江
西
人
脈
に
位
置
附
け
ら
れ
、
「
名
数
か
ら
の
逸

脱
」
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
何
心
陰
(
一
五
一
七
一
五
七
九
)
の
、
そ
の
逸

脱
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
「
彼
が
慮
刑
に
至
る
ほ
ど
針
枇
曾
的
に
不
安
定

惑
を
醸
し
だ
し
た
根
擦
を
考
察
」
(
一
一
一
一
貝
)
し
た
も
の
で
あ
る
。
何
心

隠
は
、
顔
山
農
か
ら
王
心
粛
の
皐
を
聞
く
と
翠
業
を
拾
て
議
筆
者
と
し
て
活

動
し
た
が
、
時
代
は
か
れ
ら
を
「
失
志
不
遅
の
徒
」
と
み
て
講
学
の
禁
止
・

書
院
の
致
損
へ
い
た
る
。
そ
の
推
進
者
が
張
居
正
で
、
高
暦
七
年
(
一
五
七

九
)
に
天
下
の
書
院
を
致
つ
命
令
を
援
す
る
と
そ
れ
に
縮
ぴ
た
一
土
之
垣
に
杖
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殺
さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
の
何
心
隠
と
劉
極
の
張
居
正
の
思
想
を
分
析
し
て
、

彼
も
ま
た
「
同
じ
土
壌
に
培
わ
れ
た
名
数
の
罪
人
で
あ
っ
た
」
と
し
「
こ
の

事
責
こ
そ
、
明
代
思
想
界
の
個
性
を
あ
ま
ね
く
表
象
す
る
も
の
」
三
二

O

頁
)
と
い
う
。
そ
の
土
壌
と
は
、
欲
望
肯
定
を
可
能
に
す
る
「
貨
幣
流
通
の

進
展
に
と
も
な
う
枇
舎
的
な
解
鐙
機
運
」
(
一
一
一
六
百
(
)
で
あ
り
、
同
時
に

議
皐
内
容
が
聖
皐
・
理
的
学
の
稽
揚
で
あ
り
な
が
ら
「
反
理
撃
の
旗
手
、
顔
一
冗

の
先
駆
的
な
存
在
」
(
一
一
一
一
四
百
円
)
だ
っ
た
と
指
摘
。
彼
の
主
催
す
る
舎
が

同
志
的
な
人
間
の
結
合
と
し
て
「
朋
友
」
の
一
倫
の
み
を
取
っ
て
他
の
四
倫

を
無
視
し
た
も
の
(
一
四
八
頁
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
清
末
の
語
嗣
同
の
先
駆

と
さ
れ
る
が
、
「
よ
り
大
き
な
思
想
の
潮
流
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は

儒
教
の
設
展
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
解
憧
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
位

置
す
る
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
」
(
一
四
九
頁
)
と
も
い
う
。

こ
う
し
て
著
者
の
何
心
隠
に
こ
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
は
、
李
卓
吾
を
加
え
て

清
末
民
初
思
想
界
へ
架
橋
し
て
い
く
と
み
る
の
で
あ
る
。

後
編
「
中
園
の
近
代
化
と
儒
致
運
動
」
で
は
、
ま
ず
第
五
章
と
第
六
章
で
、

清
末
か
ら
民
園
・
満
州
園
に
い
た
る
聞
の
「
西
洋
と
い
う
異
文
化
と
封
峠
」

す
る
儒
教
(
「
孔
数
」
)
運
動
の
顛
末
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
七

章
と
第
八
章
で
、
民
園
初
期
の
五
四
運
動
後
の
二
人
の
思
想
家
に
お
け
る
、

停
統
儒
教
の
復
活
、
前
編
で
熱
く
語
ら
れ
た
「
泰
州
皐
汲
」
再
後
見
の
事
賓

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
五
章
「
孔
数
運
動
の
展
開
|
|
儒
教
園
教
化
問
題
|
|
」
で
は
、

愛
法
運
動
時
期
に
中
園
近
代
化
の
主
張
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
封
抗
す
る

狙
い
で
、
康
有
清
ら
に
よ
っ
て
儒
教
の
「
孔
教
」
化
が
企
て
ら
れ
る
が
、
戊

戊
政
愛
後
、
彼
ら
の
海
外
亡
命
で
横
演
・
ア
メ
リ
カ
・
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地

に
孔
致
命
円
が
設
立
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
清
朝
自
身
も
半
甘
す
一
候
約
以
降
の

」

近
代
数
育
導
入
課
程
で
「
讃
経
」
や
「
隼
孔
」
候
項
を
い
れ
て
い
て
、
「
孔

敬
遠
動
が
隼
孔
運
動
と
し
て
清
朝
に
取
り
込
ま
れ
た
」
(
一
七
八
頁
)
o

さ
ら

に
は
、
辛
亥
革
命
前
に
ア
メ
リ
カ
に
留
撃
し
た
陳
崎
町
章
の
『
孔
教
諭
』
(
一

九
一
二
刊
)
の
宗
教
化
さ
れ
た
孔
数
理
論
の
形
成
や
辛
亥
革
命
後
の
彼
ら
の

「
孔
数
曾
」
の
孔
数
岡
敬
化
を
求
め
る
運
動
、
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
り
儒
教
は

宗
数
か
否
か
の
論
争
な
ど
、
「
孔
数
運
動
」
に
つ
い
て
「
そ
の
歴
史
的
流
れ

を
ス
ケ
ッ
チ
」
(
一
八
九
頁
)
し
て
い
る
。

績
い
て
、
第
六
章
「
八
専
孔
運
動
の
岐
路
」
で
は
、
宗
教
と
し
て
の
孔
子
教

の
顛
末
と
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
孔
教
諭
の
展
開
を
見
て
い
る
。
例
え
ば
、

清
の
遺
老
・
鄭
孝
膏
の
著
し
た
「
孔
教
新
編
』
(
一
九
一

O
刊
)
や
、
海
外

留
学
者
・
呉
怒
な
ど
『
準
衡
』
泳
の
惇
統
文
化
の
再
評
償
、
更
に
は
満
州
園

で
の
「
孔
準
曾
」
の
成
立
を
跡
附
け
、
最
後
に
民
間
宗
教
と
混
請
し
た
「
這

徳
学
一
吐
」
や
「
寓
園
這
徳
合
同
」
な
ど
「
孔
教
舎
の
改
編
」
さ
れ
た
後
の
様
子

を
描
い
て
、
著
者
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。

「
宗
数
化
を
否
定
し
、
稗
性
的
向
学
術
的
に
古
典
文
化
を
憧
憶
し
、
そ

の
保
存
を
願
っ
た
孔
向
学
舎
鄭
孝
膏
に
お
い
て
、
む
し
ろ
覇
図
を
目
指
す

フ
ァ
シ
ス
ト
的
龍
質
が
培
養
さ
れ
、
一
方
、
大
同
世
舎
の
名
の
下
、
荒

唐
無
稽
な
多
数
合
一
の
混
治
的
民
間
宗
殺
が
、
種
族
を
越
え
た
世
界
千

和
を
切
賓
に
訴
え
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
皮
肉
で
あ
り
、
ま
た
示

唆
に
宵
ん
だ
結
末
と
い
え
よ
う
o
」
(
一
一
一
一
頁
)

上
記
二
章
は
、
近
年
感
ん
に
な
っ
て
き
た
清
末
民
園
初
期
の
儒
教
研
究
、

と
く
に
「
孔
数
」
の
展
開
を
備
隊
す
る
上
で
、
基
本
的
動
向
を
整
理
し
た
も

の
と
し
て
、
貴
重
な
成
果
で
あ
ろ
う
。

第
七
章
「
泰
州
率
一
以
の
持
愛
見
|
|
虚
無
主
義
か
ら
唯
情
主
義
へ
|
|
」

で
は
、
五
回
文
化
運
動
後
の
惇
統
文
化
再
評
債
の
動
き
を
、
朱
謙
之
(
一
八
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九
九
一
九
七
二
)
の
思
想
遍
歴
を
と
お
し
て
、
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
知
の
五
回
文
化
運
動
に
お
け
る
儒
教
批
判
は
、
そ
の
反
動
と
し
て
「
復

古
」
の
論
調
を
生
む
。
そ
う
し
た
論
者
の
一
人
が
「
虚
無
主
リ
我
」
「
無
政
府

主
義
者
」
と
み
ら
れ
た
朱
謙
之
で
、
一
九
二
三
年
以
降
は
「
唯
情
主
義
」
を

白
一
認
す
る
。
彼
は
、
そ
の
後
、
一
九
二
九
年
日
本
に
留
皐
し
、
蹄
園
後
、
慶

東
の
中
山
大
皐
に
て
長
く
歴
史
折
口
撃
を
講
じ
、
周
知
の
と
お
り
、
革
命
後
は

北
京
大
学
に
招
か
れ
東
方
哲
準
の
研
究
に
従
事
、
文
革
中
一
九
七
二
年
に
脳

溢
血
で
逝
去
す
る
。
彼
の
『
老
子
』
注
稗
は
、
現
在
の
出
土
文
物
を
考
慮
す

る
以
前
の
定
本
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
青
年
時
代
の
朱
謙
之
の
虚
無
主
義

か
ら
唯
情
主
義
へ
の
思
想
の
愛
化
が
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。

そ
の
概
要
は
、
未
謙
之
が
、
一
九
一
七
年
北
京
大
準
法
科
珠
科
に
進
学
し

た
あ
と
、
園
書
館
に
て
「
強
皐
」
し
、
翌
年
よ
り
、
そ
の
成
果
を
陸
績
と
設

表
し
た
。
そ
の
矛
先
は
「
賓
際
主
義
評
論
」
で
胡
遁
ら
の
プ
ラ
グ
マ
テ
イ
ズ

ム
を
批
判
し
、
「
無
政
府
共
産
主
義
批
判
」
で
は
集
産
主
義
も
ボ
ル
シ
ェ
ビ

ズ
ム
も
否
定
の
狙
上
に
の
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
陳
濁
秀
・
施
存
統
ら
の
反

批
判
を
招
く
が
、
一
九
一
九
年
七
月
に
は
白
殺
騒
動
、
一
九
二

O
年
に
は
百

日
除
の
投
獄
、
翌
年
、
杭
州
に
赴
い
て
出
家
し
て
し
ま
う
。

米
謙
之
は
、
杭
州
に
て
出
家
し
た
も
の
の
「
借
界
」
に
失
望
し
、
新
た
に

郭
沫
若
・
鄭
振
鐸
ら
と
交
わ
り
「
唯
情
哲
阻
甲
子
」
を
確
立
す
る
。
こ
れ
が
本
論

後
竿
で
詳
論
さ
れ
る
「
虚
無
主
義
者
の
再
生
」
で
あ
る
。
特
に
、
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
、
楊
浅
累
と
い
う
年
上
女
性
を
得
た
朱
謙
之
は
、
西
湖
畔
に
隠

棲
し
、
彼
女
と
の
愛
情
生
活
の
中
で
、
「
己
巨
「
、
情
の
流
れ
」
を
自
覚
し
て
い
く

が
、
論
者
は
こ
こ
に
「
宇
宙
生
命
|
員
情
之
流
」
(
一
一
一
一
一
九
頁
)
を
み
て
、

「
生
生
不
息
」
「
人
欲
(
人
情
)
白
定
」
を
説
い
た
陸
王
心
皐
や
泰
州
問
晶
子
派

の
継
承
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

763 

」

な
お
、
朱
謙
之
が
杭
州
で
の
出
家
後
に
『
革
命
折
門
事
』
(
一
九
一
一
一
)
『
克

一
川
哲
胞
子
』
(
一
九
二
二
)
『
周
易
哲
皐
』
(
一
九
一
一
一
一
一
)
を
刊
行
し
、
こ
の
間

に
雑
誌
『
民
鐸
』
に
「
唯
情
哲
朗
字
」
を
連
載
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に

見
え
る
時
代
思
想
と
し
て
の
音
信
休
を
、
著
者
は
、
①
五
回
文
化
運
動
の
科
皐

主
義
に
封
し
て
は
「
反
科
事
主
義
」
に
な
る
こ
と
、
②
胡
遁
の
「
問
題
と
主

義
」
の
枠
か
ら
見
れ
ば
、
主
義
の
立
場
に
い
た
事
、
③
朱
自
身
の
虚
無
主
義

か
ら
唯
情
主
義
へ
の
愛
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
自
我
主
義
」
「
主
情
主
義
」

の
黙
で
は
一
貫
し
て
い
た
(
二
二
一

O
頁
)
、
と
総
括
さ
れ
て
い
る
の
は
、
十

分
に
説
得
的
で
あ
る
。

最
後
の
第
八
章
「
新
儒
家
梁
激
漠
の
「
郷
村
建
設
理
論
」
」
で
は
、
年
齢

的
に
は
梁
激
浜
(
一
八
九
一
二
一
九
八
八
)
の
ん
が
、
朱
謙
之
よ
り
k
で、

思
想
的
に
も
先
行
す
る
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
郷
村
建
設
理
論
」
の

愛
表
が
、
未
の
「
唯
情
哲
撃
」
の
後
と
い
う
こ
と
で
、
最
後
に
置
か
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
著
者
は
、
「
儒
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を

集
約
し
た
「
内
聖
外
王
」
と
い
う
言
葉
(
一
瓦
一
頁
)
を
利
用
し
て
、
朱
議

之
の
「
己
呉
情
の
流
れ
」
を
一
九
二

0
年
代
的
「
内
聖
」
と
し
、
梁
激
浪
の

「
郷
村
建
設
理
論
」
を
一
九
二

0
年
代
的
「
外
王
」
と
み
て
い
る
(
二
五
四

頁
)
が
、
時
期
的
に
は
す
こ
し
ズ
レ
が
あ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
梁
激
浜
の
「
郷
村
建
設
理
論
」
は
、
一
九
二
二
年
頃
に

萌
芽
し
、
一
九
二
八
年
に
は
「
開
襟
郷
治
講
習
所
建
議
案
」
と
し
て
姿
を
あ

ら
わ
し
、
最
終
的
に
は
一
九
三
七
年
に
「
郷
村
建
設
理
論
(
中
園
民
族
之
前

途
)
」
と
し
て
完
成
す
る
。
著
者
は
、
そ
の
内
容
を
問
題
の
認
識
、
問
題
の

解
決
に
分
け
て
紹
介
し
、
そ
の
形
成
の
背
後
に
は
、
章
士
剣
の
農
村
立
国
論

や
梁
啓
超
の
『
先
秦
政
治
思
想
史
」
に
み
え
る
郷
治
、
楊
開
這
の
『
郷
約
制

度
的
研
究
』
の
郷
約
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
は
民
園
に
お
け
る
具
樫
的
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な
中
園
農
村
の
諸
問
題
、
郷
曲
辰
向
学
校
や
「
民
治
」
や
「
民
同
」
と
の
関
係
な

ど
に
詳
細
に
論
及
し
、
農
村
問
題
の
重
要
性
を
確
認
し
て
、
最
後
に
は
、
こ

う
結
ん
で
終
わ
る
。

「
新
儒
家
と
し
て
の
梁
激
漢
の
郷
村
建
設
運
動
の
理
論
が
、
意
外
に

も
共
産
量
…
(
毛
津
束
)
の
農
村
運
動
に
影
響
を
奥
え
た
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
毛
淳
束
と
梁
激
浜
の
決
裂
は
、
結
局
は
何
に
起
肉

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
は
疑
問
と
し
て
の
み
留
め
て
お
こ
う
o
」

(
二
八
四
頁
)

0

E 

気
づ
い
た
こ
と
な
ど

最
後
に
気
づ
い
た
こ
と
を
い
く
つ
か
附
記
し
た
い
。

第
一
貼
は
、
儒
教
と
「
割
股
」
の
関
係
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
割
股
」
と

は
、
親
孝
行
の
た
め
に
向
分
の
股
の
↓
肉
を
切
り
裂
い
て
食
に
供
す
る
こ
と
で
、

著
者
に
よ
れ
ば
、
道
撃
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
が
弱
者
(
こ
こ
で
は
女
性
)
を
さ
ら

に
弱
者
た
ら
し
め
る
「
儒
殺
の
下
位
化
現
象
」
(
一
一
一
一
頁
)
だ
と
い
う
。
宋

の
朱
子
準
成
立
以
来
、
こ
の
儒
教
(
遁
島
7
)

の
下
へ
の
普
及
の
動
き
が
掻
大

す
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
著
者
の
い
う
「
儒
教
運
動
」
で
は
な
い
。
本
書
の

「
儒
致
運
動
」
は
、
そ
れ
に
反
旗
を
翻
し
た
陽
明
学
左
汲
の
思
想
家
の
言
動

や
行
動
を
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
、
一
般
的
に
は
、
陽
明
率
左
一
点
、
と
り
わ

け
王
心
粛
ら
泰
州
撃
訴
は
盤
丁
な
ど
庶
民
に
儒
教
を
普
及
さ
せ
「
儒
教
の
下

位
化
」
に
最
も
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
論
で
は
こ
の

「
儒
教
の
下
位
化
現
象
」
の
賓
態
が
不
明
な
う
え
に
、
儒
教
が
親
孝
行
を
説

く
の
は
事
賓
だ
が
、
儒
者
や
儒
教
思
想
が
「
割
股
」
を
推
し
進
め
た
と
車
純

に
断
定
す
る
の
は
、
す
こ
し
飛
躍
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
肝
心
の

『
孝
経
』
冒
頭
に
「
身
樫
髪
膚
、
こ
れ
を
父
母
に
受
く
、
敢
え
て
致
傷
せ
ざ

」

る
は
、
孝
の
初
め
な
り
」
と
あ
り
、
自
己
の
内
健
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
、
は

っ
き
り
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
清
朝
で
は
「
親
の
病
気
に
割
股
し
、

親
の
死
に
殉
ず
る
こ
と
は
と
も
に
「
傷
生
」
と
し
て
禁
止
」
(
二
五
頁
)
さ

れ
た
。
事
情
は
「
纏
足
」
の
場
合
と
同
様
で
、
園
が
禁
じ
儒
者
が
批
判
し
て

も
、
割
股
や
纏
足
を
推
し
進
め
た
根
本
要
閃
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
纏

足
に
つ
い
て
は
、
坂
本
ひ
ろ
子
氏
の
所
論
(
『
中
園
民
族
主
義
の
神
話
|
|

人
種
・
身
鐙
・
ジ
エ
ン
ダ
l
|
|
」
、
二

O
O
四
、
岩
波
書
庖
)
が
、
そ
の

示
唆
を
奥
え
て
く
れ
た
が
、
著
者
の
論
に
も
こ
の
貼
で
の
深
化
を
期
待
し
た

、ν
第
二
鈷
は
、
本
書
の
序
に
「
明
末
お
よ
び
清
末
民
初
と
い
う
中
園
惇
統
枇

舎
の
二
大
韓
換
期
に
焦
黙
を
常
て
」
(
四
頁
)
と
い
い
、
あ
と
が
き
に
「
明

末
と
清
末
民
初
期
、
こ
の
二
つ
の
時
代
の
思
想
に
重
層
性
を
見
山
し
」
(
二

八
九
頁
)
と
い
い
、
ま
た
後
編
の
冒
頭
に
「
相
似
た
時
代
は
相
似
た
思
想
を

生
む
と
い
わ
れ
る
。
い
ま
こ
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
る
「
相
似
た
時
代
」
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
明
末
と
清
末
で
あ
り
、
我
々
は
王
朝
髄
制
の
揺
る
ぎ
と
い

う
「
惇
統
制
命
日
」
へ
の
衝
撃
と
危
機
意
識
、
そ
れ
に
件
、
つ
儒
教
思
想
の
繁
容

に
お
い
て
、
爾
者
に
相
似
を
見
出
す
の
で
あ
る
」
(
一
ム
ハ
六
頁
)
と
あ
る
よ

う
に
、
著
者
が
明
末
と
清
末
氏
園
初
期
の
二
つ
の
時
期
に
類
似
性
を
見
出
し

て
、
そ
れ
を
研
究
枠
に
し
て
い
る
貼
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
著
者
の
恩
師
や
先

輩
な
ど
に
よ
り
設
定
さ
れ
継
承
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
研
究
枠
で
あ
り
、
著
者

が
そ
れ
を
隼
重
し
前
提
に
し
て
い
る
の
は
ト
分
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
は
あ

る。
だ
が
、
時
代
が
数
百
年
も
経
過
し
た
の
に
、
そ
こ
に
枇
舎
の
混
乱
状
況
が

出
現
し
た
と
い
う
類
似
性
だ
け
で
、
枇
合
構
造
の
内
部
ま
で
似
て
い
る
か
と

い
う
と
、
や
は
り
そ
こ
に
は
決
定
的
な
設
展
や
愛
貌
の
差
異
が
あ
り
、
そ
れ

十
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が
思
想
史
に
も
反
映
し
て
い
て
、
歴
史
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
の
類

似
の
奥
に
隠
さ
れ
た
も
の
を
讃
み
取
る
方
向
も
配
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

出
?
っ
。因

み
に
著
者
が
本
書
で
取
り
上
げ
て
い
る
泰
州
皐
汲
の
何
心
隠
の
死
は
、

高
暦
七
年
す
な
わ
ち
西
暦
一
五
七
九
年
で
あ
り
、
か
の
「
儒
教
叛
徒
」
李
卓

吾
の
死
は
、
高
暦
二
一

O
年
す
な
わ
ち
西
暦
一
六
O
二
年
で
あ
る
。
い
っ
た
い

「
明
末
」
と
い
う
時
期
は
何
時
か
ら
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
満
州
族
の
北

京
入
城
が
一
六
四
四
年
、
明
朝
の
滅
亡
が
二
ハ
六
二
年
で
あ
れ
ば
、
単
純
に

考
え
て
も
、
何
心
隠
の
死
か
ら
明
の
滅
亡
ま
で
八

O
年
絵
、
李
卓
吾
の
死
か

ら
で
も
六
O
年
あ
る
。

因
み
に
清
朝
滅
亡
か
ら
八

O
年
前
と
言
え
ば
、
「
戴
段
二
王
」
に
代
表
さ

れ
る
清
朝
考
詮
皐
の
大
家
の
う
ち
の
、
王
念
孫
の
い
死
が
這
光
二
一
年
す
な
わ

ち
西
暦
一
八
三
二
年
、
王
引
之
の
死
が
遁
光
一
四
年
す
な
わ
ち
西
暦
一
八
三

四
年
で
、
辛
亥
革
命
の
八

O
年
近
く
前
に
嘗
た
る
。
乾
隆
・
嘉
慶
の
最
盛
期

は
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
そ
の
飴
光
が
あ
る
時
期
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
周
知
の
襲
白
珍
の
死
が
一
八
四
一
年
、
貌
源
の
死
が
一
八
五

六
年
、
辛
亥
革
命
の
六
O

七
O
年
前
で
あ
り
、
奇
し
く
も
時
期
を
同
じ
く

し
て
そ
れ
ぞ
れ
ア
ヘ
ン
戟
争
の
最
中
と
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
の
最
中
と
い
う
、

「
清
末
壮
曾
」
を
重
す
る
象
徴
的
な
時
貼
で
の
雨
思
想
家
の
死
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
こ
と
は
著
者
も
十
分
に
わ
か
っ
て
い
た
事
で
あ
っ
た

ろ
う
。
た
だ
、
著
者
が
清
末
の
大
き
な
愛
化
と
し
て
「
西
欧
の
衝
撃
」
を
拳

げ
ら
れ
、
そ
の
影
響
下
に
出
現
し
た
の
は
、
前
編
で
著
者
が
熱
く
語
っ
た
泰

州
問
晶
子
振
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
第
孔
の
儒
敬
遠
動
で
あ
っ
た
。
で
は
、
著

者
の
言
、
つ
泰
州
皐
汲
か
ら
清
朝
の
顔
元
、
戴
震
、
語
嗣
同
に
い
た
る
「
儒
教

解
慢
の
プ
ロ
セ
ス
」
(
一
四
九
頁
)
は
ど
こ
に
繋
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
嘗

765 

」

て
な
ら
「
五
回
文
化
運
動
」
と
し
て
「
人
食
い
植
数
」
と
罵
っ
た
儒
教
批
判

に
、
と
答
え
れ
ば
よ
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
(
一
二
二
八
頁
)
。
だ
が
、
本
主
目

で
泰
州
皐
汲
の
再
議
見
者
と
さ
れ
る
朱
謙
之
も
梁
激
車
、
も
、
五
回
文
化
運
動

に
お
け
る
儒
教
批
判
の
反
動
と
し
て
「
復
古
」
の
論
調
を
も
っ
て
登
場
し
た

思
想
家
で
あ
る
。
梁
激
、
反
に
「
新
儒
家
」
を
冠
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
説
明

が
ほ
し
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
明
末
の
泰
州
学
泳
が
「
儒
教
解
憧
」
に
働
き
、
民
国
初
期
の

泰
州
向
学
一
以
の
再
議
見
が
「
儒
教
復
活
」
を
支
え
た
と
す
れ
ば
、
「
相
似
た
時

代
は
相
似
た
思
想
を
生
む
」
と
い
う
の
は
、
表
層
だ
け
で
、
ま
だ
ま
だ
考
慮

の
絵
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。

第
三
貼
は
、
朱
謙
之
の
儒
家
思
想
の
内
容
で
あ
る
。
著
者
は
上
記
の
よ
う

に
、
朱
謙
之
の
「
回
目
片
山
情
の
流
れ
」
を
一
九
二

0
年
代
的
「
内
聖
」
の
治
求
と

し
、
梁
激
浜
の
「
郷
村
建
設
理
論
」
を
一
九
二

0
年
代
的
「
外
五
」
迫
求
と

み
て
い
る
(
二
五
四
頁
)
が
、
梁
激
浜
の
場
合
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
著

者
は
未
謙
之
の
一
九
二

0
年
代
の
外
王
思
想
を
見
て
い
な
い
か
、
意
園
的
に

切
り
捨
て
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。

と
い
う
の
は
、
朱
謙
之
は
、
北
京
大
墜
に
進
皐
し
た
あ
と
、
「
慮
無
主
義
」

を
ふ
り
か
ざ
し
て
、
時
流
を
斬
っ
た
も
の
の
、
一
九
一
九
年
七
月
に
向
殺
騒

動
、
一
九
二

O
年
に
百
日
絵
の
投
獄
、
一
九
一
一
一
年
に
は
、
杭
州
に
赴
い
て

出
家
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
出
家
に
も
失
望
し
、
こ
の
杭
州
に
て
新

た
に
「
唯
惰
哲
皐
」
の
立
場
を
と
っ
て
、
雑
誌
『
民
鐸
』
に
「
唯
情
哲
皐
」

を
連
載
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
「
音
楽
を
準
ぶ
モ
ダ
ン
ガ
l
ル
楊
浸
累

(
冨
白
々
)
と
の
愛
」
の
生
活
に
入
り
、
「
愛
の
往
復
書
簡
」
を
護
表
す
る
に

い
た
る
。
著
者
の
要
約
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
「
唯
情
哲
撃
」
の
賓
践
で
あ
り
、

「
人
生
の
最
終
日
的
は
愛
情
だ
と
断
言
す
る
に
い
た
っ
た
朱
の
未
来
の
願
望
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は
、
波
累
の
い
う
「
哲
撃
の
詩
人
」
に
な
る
こ
と
。
そ
し
て
同
情
同
調
の
人

と
「
山
林
の
聞
に
長
き
粋
を
結
び
、
風
月
を
吟
じ
、
花
柳
に
随
う
」
と
い
う

生
活
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
風
流
快
楽
の
人
生
観
こ

そ
が
、
愛
と
美
の
新
孔
数
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
(
二
四
一
頁
)
。
し
か
も
著
者

は
、
こ
れ
を
「
虚
無
主
義
者
の
再
生
の
あ
か
し
」
(
同
上
)
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。書

評
子
に
は
、
こ
れ
が
安
物
の
慾
愛
小
説
じ
み
て
い
て
、
さ
し
て
思
想
的

な
音
ω
味
が
あ
る
よ
う
に
は
、
思
え
な
い
。
事
賞
、
「
激
浜
内
八
千
泳
[
梁
激
浜
、

黄
慶
、
王
平
叔
、
陳
直
三
等
]
に
は
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
」
(
二
四
一
百
九
)

0

朱
謙
之
の
「
新
孔
教
」
と
梁
激
浜
の
思
想
に
差
異
が
あ
る
こ
と
を
言
い
た
い

の
で
は
な
い
。
賓
は
、
朱
謙
之
は
、
一
九
二
五
年
(
朱
謙
之
二
七
歳
)
か
ら

一
九
二
八
年
(
三

O
歳
)
の
浸
累
の
死
ま
で
、
西
湖
畔
に
て
愛
の
生
活
の
傍

ら
で
、
同
時
に
『
大
同
共
産
主
義
』
(
一
九
二
七
)
、
『
園
民
革
命
奥
世
界
大

同
』
(
一
九
二
七
)
、
『
到
大
同
的
路
』
(
一
九
二
八
)
な
ど
の
朱
謙
之
流
大
同

思
想
に
関
す
る
著
作
を
陸
績
と
執
筆
し
刊
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
、

『
雄
記
』
穂
、
運
篇
の
大
同
説
の
一
再
解
穫
で
、
孫
文
三
民
主
義
と
結
び
つ
け
て

「
世
界
大
同
」
の
賓
現
を
熱
く
訴
え
る
(
そ
れ
が
彼
の
言
う
三
県
情
の
流

れ
」
で
も
あ
っ
た
)
。
こ
れ
が
、
他
な
ら
ぬ
朱
謙
之
の
「
外
王
思
想
」
で
あ

り
、
梁
激
漠
の
誘
い
で
、
病
ん
だ
波
累
を
一
人
置
い
て
、
一
九
二
七
年
、
朱

謙
之
は
麿
束
政
府
の
黄
浦
軍
官
附
学
校
に
赴
任
す
る
。
時
泊
さ
れ
た
浸
累
の
手
紙

に
「
あ
な
た
が
理
想
と
す
る
政
治
思
想
|
|
園
民
革
命
か
ら
世
界
大
同
に
い

た
る
と
い
う
そ
れ
を
、
勇
敢
な
青
年
た
ち
に
教
え
込
ん
で
、
い
つ
か
列
強
に

立
ち
向
か
い
弱
岡
を
助
け
る
平
和
軍
の
礎
が
、
こ
こ
に
築
か
れ
る
。
あ
な
た

は
そ
こ
に
と
て
も
重
大
な
使
命
を
見
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
し
そ
れ
が
私

の
理
想
と
合
う
の
か
し
ら
。
あ
な
た
は
そ
れ
を
諮
明
し
て
ね
」
(
『
楊
浸
累
文

」

存
』
岩
田
、
未
見
。
「
奮
闘
廿
年
」
、
『
朱
謙
之
文
集
」
、
第
一
巻
、
六
七
六

八
百
円
)
と
あ
る
。

再
生
し
た
虚
無
主
義
者
の
新
た
な
思
想
目
標
は
、
内
な
る
浸
累
と
の
愛
の

生
活
か
ら
外
の
「
大
同
」
世
界
の
賓
現
を
目
指
す
も
の
に
愛
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
冷
静
に
こ
う
し
た
朱
謙
之
の
行
動
を
見
る
と
、
ど
こ
に
で
も
有
り

が
ち
な
若
い
男
の
エ
ゴ
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
で
、
あ
ま
り
い
い
気
分
で
は
な

い
。
し
か
し
、
著
者
が
朱
謙
之
の
愛
の
生
活
を
「
新
孔
数
」
だ
と
し
て
賞
美

し
た
ま
ま
で
、
彼
の
「
大
同
思
想
」
に
鰯
れ
な
い
の
は
、
や
は
り
十
全
と
は

い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
朱
謙
之
は
一
九
三
二
年
に
虞
州
中

山
大
皐
に
移
る
と
、
そ
こ
の
女
子
皐
生
・
何
絡
雲
を
み
そ
め
て
、
一
九
三
五

年
、
彼
女
の
卒
業
と
同
時
に
結
婚
し
、
新
た
な
愛
の
共
同
作
業
で
『
へ

l
ゲ

ル
の
歴
史
哲
事
』
「
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
挙
』
『
文
化
哲
学
』
な
ど
を
完
成
し
、

ま
た
日
本
の
侵
略
に
よ
る
贋
州
失
陥
に
直
面
し
「
無
政
府
主
義
」
も
「
唯
我

主
義
」
も
放
棄
し
て
い
る
(
「
奮
闘
廿
年
」
、
向
上
八
二
八
五
頁
)
o

度
重

な
る
思
想
の
愛
轄
は
、
個
人
の
個
性
と
い
う
よ
り
時
代
の
要
請
だ
っ
た
と
思

う
が
、
そ
の
一
三
一
円
表
に
ど
こ
か
で
匝
切
り
を
入
れ
て
、
ひ
と
つ
の
時
代
思
想
と

し
て
の
許
債
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
期
を
ず

ら
す
と
意
味
が
愛
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
黙
は
、
少
し
近
現
代
思
想
史
の
方

法
論
の
問
題
と
し
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
。

第
四
貼
は
、
郷
村
問
題
で
あ
る
。

著
者
は
、
第
八
章
の
梁
激
浜
の
「
郷
村
建
設
理
論
」
の
形
成
に
つ
い
て
、

序
に
お
い
て
「
清
末
以
来
、
近
代
化
の
中
で
追
求
さ
れ
績
け
た
図
民
園
家
形

成
へ
の
疑
念
、
軍
閥
政
雇
の
中
央
政
治
へ
の
絶
望
と
見
限
り
が
、
郷
村
の
自

治
、
肖
助
の
運
動
を
立
ち
上
げ
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
郷
村
運
動
の
具
躍
的
指

針
と
し
て
惇
統
的
な
郷
約
が
評
領
さ
れ
る
時
、
泰
州
出
川
子
汲
と
そ
の
精
神
が
再

十

「
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び
追
慕
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
(
一

O
頁
)
と
い
い
、
結
論
部
分
で
「
共

産
黛
の
(
毛
津
束
)
の
農
村
運
動
に
影
響
を
輿
え
た
」
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

こ
の
中
国
農
村
郷
村
問
題
は
、
歴
史
的
に
も
思
想
的
に
も
大
愛
重
要
な
問

題
だ
と
思
う
。
著
者
が
、
そ
こ
に
着
目
し
た
梁
激
漠
の
「
郷
村
建
設
理
論
」

を
取
り
上
げ
、
民
園
時
期
の
複
雑
な
状
況
を
よ
く
整
理
し
論
考
さ
れ
た
こ
と

は
、
著
者
の
界
史
家
と
し
て
の
慧
眼
に
感
服
す
る
。
た
だ
そ
う
だ
と
し
て
も
、

そ
の
形
成
要
因
を
、
園
民
岡
家
形
成
の
失
敗
や
軍
関
肢
居
と
い
っ
た
そ
の
時

代
性
に
限
定
し
て
み
る
だ
け
で
は
、
不
足
で
は
な
か
ろ
う
か
。

周
知
の
と
お
り
、
惇
統
中
園
枇
舎
が
、
強
固
な
中
央
集
権
専
制
慢
制
を
し

い
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
同
時
に
、
早
く
か
ら
村
落
共
同
慌
の
自
治
が
愛
ι淫

し
て
い
た
こ
と
は
、
肢
に
一
吐
曾
向
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
の

あ
っ
か
う
明
清
近
世
世
舎
は
、
従
っ
て
強
固
な
二
重
支
配
の
枇
曾
だ
っ
た
。

何
心
隠
が
「
郷
村
教
育
の
先
導
者
」
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
(
二

O
頁
)
の

背
後
に
は
、
こ
の
郷
村
向
治
の
存
在
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
王
朝

の
安
定
で
肥
大
化
し
、
末
期
の
支
配
力
弱
龍
化
に
と
も
な
い
、
逆
に
強
化
さ

れ
て
叛
乱
要
因
に
柚
神
化
す
る
。
封
建
王
朝
の
支
配
貫
徹
に
と
っ
て
、
こ
こ
に

大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
顧
炎
武
の
有
名
な
「
郡
牒
論
」
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
成
の
郡
肝
抑
制
官
僚
髄
制
で
は
、
人
口
増
加
し
た
郷
村

に
も
は
や
封
庭
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
異
民
族
清
王
朝
の
支
配
に
よ
り
更

な
る
人
口
の
動
態
的
愛
化
が
お
こ
る
。
洪
亮
吉
(
一
七
四
六
一
八

O
九
)

が
、
郷
村
の
貧
窮
化
の
原
凶
を
人
口
論
か
ら
分
析
し
た
の
は
有
名
だ
が
、
郷

村
の
鈴
剰
人
円
が
、
太
平
天
園
・
念
軍
な
ど
清
末
動
乱
を
支
え
る
一
因
だ
っ

た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
太
平
天
園
の
最
中
に
い
た
迂
士
淳
(
一

八
O
二
一
八
八
九
)
が
、
同
じ
見
地
か
ら
、
孔
孟
の
法
の
無
力
を
い
い
、

人
円
調
節
法
と
し
て
、
「
溺
女
・
堕
胎
・
晩
婚
の
法
」
を
提
唱
し
た
こ
と
も

767 

」

同
じ
背
景
か
ら
の
立
論
だ
ろ
う
。
郷
村
を
如
何
に
安
定
化
さ
せ
る
か
は
、
清

末
の
開
制
民
法
白
強
論
に
も
顕
著
で
、
い
わ
ば
明
清
末
期
を
貫
く
構
造
的
な
問
題

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
末
に
つ
い
て
は
、
不
案
内
だ
が
、
清
末
で
は
襲
白
珍
「
農
宗
」
が
、
郷

村
を
宗
族
自
治
の
強
化
と
い
う
方
向
で
安
定
化
を
論
ず
れ
ば
、
上
記
の
注
士

淳
は
、
そ
う
し
た
宗
族
結
束
が
、
逆
に
園
家
秩
序
を
乱
す
と
し
て
、
「
緊
族

而
居
、
家
之
幸
而
園
之
不
幸
。
小
則
抗
糧
殴
官
、
大
則
謀
反
叛
逆
、
皆
侍
人

緊
心
斉
也
」
(
部
之
誠
輯
録
『
任
悔
翁
乙
丙
日
記
』
、
近
代
中
園
史
料
叢
刊
、

文
海
出
版
一
枇
、
二
二
四
頁
)
と
い
う
。

問
問
長
法
論
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
鴻
桂
芥
(
一
八

O
九
|
一
八
七
四
)
は
、
そ

の
著
『
校
郊
塵
抗
議
」
復
郷
職
議
篇
に
お
い
て
『
周
櫨
』
郷
遂
の
制
か
ら
顧

炎
武
「
封
建
論
」
ま
で
の
郷
村
支
配
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
て
、
千
戸
に
「
正

董
」
、
百
戸
「
副
董
」
を
公
選
す
る
向
治
樫
制
の
確
立
で
の
安
定
化
を
説
く
。

こ
の
流
れ
は
、
康
有
潟
に
も
繋
が
る
。
彼
が
『
新
民
叢
報
」
に
「
公
民
自

治
」
と
題
し
て
愛
表
し
た
論
文
で
は
、
清
末
の
郷
村
枇
舎
に
お
い
て
「
地
ん

自
治
」
の
達
成
を
、
出
楽
天
的
に
述
べ
て
、
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

す
な
わ
ち
、
中
央
の
議
合
同
制
と
同
様
に
地
方
に
も
議
舎
を
置
い
て
公
民
選

出
の
議
員
に
行
政
の
可
否
を
判
断
さ
せ
よ
、
と
。
そ
し
て
そ
の
地
方
行
政
の

中
心
が
「
局
」
と
呼
ば
れ
る
末
端
車
位
で
、
面
積
十
里
四
方
の
住
民
人
口
一

高
人
程
度
を
基
準
に
し
て
、
局
長
・
判
事
・
警
察
官
・
税
務
官
・
郵
(
便
)

官
の
五
官
を
置
く
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
制
度
は
、
官
に
よ
る
法
制

化
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
園
に
奮
来
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
地
方
自
治
法
、
五
口
中
園
固
己
行
之
、
而
吾
卑
尤
盛
山
矢
。
蓋
一
際
之

地
位
坤
里
数
百
、
岳
地
口
白
数
|
高
、
多
者
乃
数
百
高
。
此
蓋
東
西
一
小
園
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之
地
。
加
季
大
高
里
之
園
、
人
数
不
遇
四
百
寓
耳
。
順
徳
幾
幾
比
之
会
。

僅
以
一
令
及
八
九
品
数
佐
雑
治
之
、
此
必
不
給
之
勢
也
o

故
地
方
之
一
訟

獄
、
以
遼
遠
不
及
赴
訴

T
令
、
地
方
之
保
街
、
不
能
不
民
自
第
謀
。
附
学

校
・
道
路
・
橋
梁
・
博
施
院
・
墜
院
、
不
能
不
民
白
理
。
於
是
有
紳
士

郷
老
族
正
以
断
其
獄
、
選
人
局
一
史
練
壮
勇
以
衡
其
郷
、
以
及
隠
堰
・
廟

堂
・
向
学
校
・
道
路
・
橋
梁
・
公
所
・
祭
杷
一
切
、
不
能
不
自
局
私
数
以

成
之
。
或
特
別
措
抽
、
或
常
行
征
税
子
嘗
業
・
田
畝
・
室
屋
・
人
口
、

事
畢
布
告
其
数
子
公
所
、
其
重
且
大
、
思
垂
久
遠
者
、
則
請
之
官
得
許

而
潟
例
。
郷
豚
庭
慮
不
同
、
各
国
其
俗
而
人
安
之
、
難
私
税
之
、
無
関

言
。
」
(
『
新
民
叢
報
』
第
六
援
、
二
二
頁
)

0

こ
こ
で
は
、
郷
村
の
肥
大
化
か
ら
、
官
吏
に
頼
ら
ず
に
、
郷
村
自
ら
の
判

断
で
「
学
校
・
道
路
・
橋
梁
・
博
施
院
・
醤
院
」
の
建
設
か
ら
「
壮
勇
」
を

集
め
て
の
向
衡
措
置
ま
で
、
そ
の
費
用
を
「
嘗
業
・
田
畝
・
室
屋
・
人
口
」

に
課
税
す
る
方
法
で
調
達
し
、
官
に
は
報
告
し
て
も
依
存
は
し
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
惇
統
の
「
郷
村
自
治
」
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
虞

東
の
み
の
特
殊
朕
況
か
、
中
園
全
土
の
朕
況
と
み
て
よ
い
か
は
と
も
か
く
、

上
か
ら
で
も
下
か
ら
で
も
困
民
図
家
形
成
の
命
題
に
ど
う
か
か
わ
ら
せ
て
い

く
か
は
、
梁
激
泣
い
に
も
毛
津
束
に
も
一
大
問
題
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。

著
者
は
、
梁
激
浜
が
『
新
民
叢
報
』
の
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
郷
村
建

設
理
論
」
が
、
康
有
潟
の
弟
子
だ
っ
た
梁
特
超
の
「
郷
治
問
題
」
に
述
べ
ら

れ
た
郷
村
自
治
が
刺
激
に
な
っ
た
こ
と
(
二
七
三
頁
)
と
い
う
が
、
そ
の
背

後
に
は
、
上
記
の
顧
炎
武
か
ら
康
有
筋
に
い
た
る
、
い
や
何
心
隠
か
ら
毛
淳

東
に
い
た
る
郷
村
問
題
へ
の
長
い
検
討
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
う
し
た
覗
黙
で

梁
激
漠
の
「
郷
村
建
設
理
論
」
を
み
て
は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

お

わ

り

最
後
に
、
本
書
の
あ
る
紹
介
文
に
、
中
園
思
想
史
研
究
の
新
た
な
必
語
文

献
と
し
て
高
く
評
債
し
な
が
ら
、
し
か
し
内
容
は
、
思
想
の
「
伏
流
」
で
あ

る
と
あ
っ
た
。
言
い
え
て
妙
で
、
思
想
史
全
世
の
理
解
に
は
、
小
野
川
秀

美
・
島
問
由
民
次
雨
氏
ら
の
切
り
開
い
た
「
主
流
」
と
並
請
さ
れ
て
こ
そ
、
よ

り
そ
の
輝
き
を
ま
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
よ
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
本
書
は
、

巨
視
的
な
嗣
野
と
綴
密
な
考
設
を
晶
兼
ね
備
え
た
内
容
の
あ
る
思
想
史
書
で
あ

り
、
拙
許
の
後
半
に
取
り
上
げ
た
い
く
つ
か
は
、
「
稗
迦
に
説
法
」
の
感
を

兎
れ
ず
、
著
者
の
寛
容
を
い
の
る
ば
か
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
本
書

が
強
い
生
命
力
と
多
様
性
に
と
ん
だ
中
園
儒
殺
の
過
去
の
み
な
ら
ず
、
今
世

紀
中
園
に
お
け
る
儒
救
復
活
の
動
向
を
伺
う
に
十
分
な
展
望
を
備
え
た
好
著

で
あ
る
こ
と
に
愛
わ
り
は
な
い
。

二
O
O
五
年
二
月

A
5
剣

京
都
京
都
大
向
学
的
学
術
出
版
刷

山
ー
十
二
二
頁
四
二

0
0固
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